
五
回

達
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

問
題
の
所
在

現
在
に
ま
で
計
四
部
二
十
九
巻
と
い
う
多
く
の
『
法
華
経
』
注
釈
書
が
陪
の

①
 

の
著
作
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
三

嘉
祥
大
師
吉
蔵
(
五
四
九
l

六
二
三
)

種
法
輪
は
、
吉
蔵
に
よ
っ
て
『
法
華
経
』
の
重
要
性
を
主
張
す
る
た
め
に
説
か

②
 

れ
た
一
種
の
教
判
論
で
あ
り
、
二
蔵
義
と
と
も
に
、

一
般
に
「
二
蔵
三
輪
」
と

称
さ
れ
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
三
種
法
輪
に
先
行
し
て
三
種
法
輪
と
形
式
上
類
似
し
た
違
法
師
(
生
没

年
未
詳
)

の
三
時
経
教
(
以
下
、
単
に
「
三
時
経
教
」
と
称
す
)
と
飽
ハ
自
王
寺
法
朗

五
0 
七

五
J¥. 

の
三
種
教
判
(
以
下
、
単
に
コ
一
一
種
教
判
」
と
称
す
)
が
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
者
の
教
判
と
三
種
法
輪
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
段

に
分
類
さ
れ
る
が
、
各
段
に
配
当
さ
れ
る
教
説
(
経
典
)
が
類
似
し
て
い
る
。

特
に
、
法
朗
は
吉
蔵
の
師
で
あ
る
か
ら
、
一
二
一
種
教
判
か
ら
三
種
法
輪
が
展
開
し

た
こ
と
は
、
当
然
想
定
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
従
来

の
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

こ
の
三
者
の
教
判
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿

米

オミζ
木本

俊

中
山
市

牛脂
T

で
は
、
三
者
の
教
判
に
お
い
て
、
各
段
に
配
当
さ
れ
る
教
説
が
表
面
的
に
類
似

す
る
こ
と
を
「
形
式
上
の
類
似
」
と
表
現
す
る
。

③
 

三
種
教
判
に
つ
い
て
は
、
幾
点
か
の
先
行
す
る
研
究
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

三
種
教
判
と
三
種
法
輪
と
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
者
の

密

形
式
上
の
類
似
を
指
摘
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
三
時
経
教
は
、
青
木
隆
三
九
九
六
]
に
よ
っ
て
、
近
年
、
学
界
に

詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
た
、

地
論
学
派
の
人
物
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
「
俄
φ

一

八

O
」
に
、
違
法
師
と
い
う
人
物
の
教
判
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

で
は
、
資
料
の
紹
介
に
加
、
え
て
、
詳
細
な
内
容
の
検

る
。
青
木
[
一
九
九
六
〕

討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
技
念
な
が
ら
、
三
時
経
教
と
三
種
教
判
及
ぴ
三
語
法

輪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
三
時
経
教
と
三
種

教
判
は
、
類
似
と
い
う
よ
り
も
、
形
式
上
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
両

者
に
何
ら
か
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
想
像
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
三
時
経
教
と
一
ニ
種
教
判
及
ぴ
一
一
一
種
法
輪
と
を
、
形

式
上
の
み
な
ら
ず
、
資
料
の
記
述
を
よ
り
詳
細
に
比
較
検
討
し
、
三
者
の
教
判

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
論
述
を
進
め
て
い
き
た
い
。



三
時
経
教
と
三
種
教
判
が
説
か
れ
る
資
料

最
初
に
、
三
時
経
教
と
三
種
教
判
が
説
か
れ
る
資
料
を
提
示
す
る
。

三
時
経
教
は
、
次
に
引
用
す
る
撰
者
不
明
の
敦
燈
出
土
写
本
で
地
論
学
派
南

道
派
の
文
献
と
推
定
さ
れ
る
「
俄
φ

一
八

O
」
の
一
項
目
「
広
弁
経
教
」
に
説

⑤
 

か
れ
て
い
る
。

第
一
違
法
師
解
、
唯
有
二
三
時
経
教
-
。
一
者
、
開
源
法
輪
、
即
日
疋
始
華
厳

明
ニ
大
乗
之
理
-
、
悟
ニ
開
菩
薩
一
。
引
ν
文
言
、
知
三
日
初
出
、
先
照
ニ
高
山
一
。

二
者
、
権
源
法
輪
、
即
従
ニ
鹿
野
苑
一
至
ニ
法
華
教
-
、
明
ν
理
未
ν
極
、
方
便

権
化
也
。
三
者
、
還
源
法
輪
、
即
浬
繋
教
、
明
ν
源
反
ν
本
所
以
、
称
ニ
還

源
法
輪
一
也
。
故
十
地
経
云
、
摂
ν
法
為
ν
首
。
三
時
転
故
。
此
意
明
二
三
相
一

也
。
生
分
説
法
即
日
疋
開
源
、
住
分
説
法
即
日
疋
権
源
、
滅
分
説
法
即
日
疋
還
源
。

此
亦
、
不
ν
足
ν
明
。
日
疋
三
時
之
教
也

(
『
敦
燈
吐
魯
番
文
献
集
成

こ
こ
に
一
言
う
達
法
師
は
、
僧
伝
類
は
も
ち
ろ
ん
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
の
他
の
文

献
に
も
そ
の
名
が
見
え
ず
、
残
念
な
が
ら
そ
の
事
跡
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

俄
蔵
敦
健
文
献
』
巻
第
四
・
一
九
七
頁
下
)

し
か
し
、
三
時
経
教
が
荘
厳
寺
僧
受
(
四
六
七
|
五
二
七
)
の
四
時
教
判
や
慧

観
(
四
二
四
|
四
五
三
年
間
に
七
十
一
歳
で
没
)
が
創
唱
し
た
と
さ
れ
る
五
時
教

@
 

判
と
並
列
に
説
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
達
法
師
は
菩
提
流
支
(
菩
提
留
支
、
ー

⑦
 

五
二
七
)
訳
『
十
地
経
論
』
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
「
俄
@
一
八

O
」
の
成
立
年
代
が
地
論
宗
第
四
期
(
五
八
五
|
六
一

O
)
と

⑧
 

特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
達
法
師
に
つ
い
て
、
法
朗
以
前

達
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

か
、
あ
る
い
は
最
下
限
法
朗
と
同
時
代
か
の
い
ず
れ
か
の
人
物
で
あ
る
と
考
え

⑨
 
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
時
経
教
と
三
種
教
判
と
は
同
一
の
情
報
源
か
ら
成
立
し

た
教
判
か
、
あ
る
い
は
三
時
経
教
か
ら
三
種
教
判
が
発
展
し
た
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
法
朗
が
説
い
た
三
種
教
判
は
次
の
資
料
に
示
さ
れ
る
。

若
日
疋
興
皇
師
、
云
ν
有
ニ
三
教
-
。
爾
時
、
為
ν
王
講
ニ
華
厳
経
一
云
、
初
作
ニ

此
三
教
-
。
一
者
、
根
本
教
、
二
者
、
方
便
教
、
三
帰
宗
教
。
根
本
教
者
、

即
是
花
厳
。
華
厳
明
ニ
正
法
之
性
非
大
非
小
-
、
所
以
是
根
本
。
波
若
法
華

維
摩
思
益
等
、
此
非
大
非
小
、
而
能
大
小
方
便
故
、
名
ニ
方
便
教
一
也
。
若

日
疋
浬
繋
前
、
雄
二
方
便
説
ν
大
説
F

小
、
至
ニ
浬
般
市
教
一
、
結
還
ニ
非
大
小
一
。

以
二
日
疋
義
-
故
、
名
ニ
帰
宗
教
-
。
仏
教
大
意
、
略
知
ν
此

(
『
三
論
玄
義
検
幽
集
裏
書
』
巻
第
四
・
大
正
七
0
・
四
三
五
頁
上
l
中
)

こ
の
資
料
は
、
法
朗
門
下
の
慧
均

(
i七
世
紀
前
半
)
撰
『
大
乗
四
論
玄
義
』

の
文
と
し
て
、
日
本
の
教
誉
(
生
没
年
不
詳
、
室
町
時
代
)
撰
『
三
論
玄
義
検

幽
集
裏
書
』
に
引
用
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
『
大
乗
四
論
玄
義
』
に
は
、
こ
の

部
分
が
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
か
つ
て
、
拙
稿
[
二

O
O三
]
に
お

い
て
、
こ
の
資
料
が
法
朗
の
学
説
を
正
し
く
伝
え
た
も
の
と
考
え
て
問
題
な
い

と
指
摘
し
た
。

三
種
法
輪
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
際
、
適
宜
資
料
を
引
用
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

五
五



一
時
経
教
と
一
一
一
種
教
判
と
の
比
較
検
討

さ
て
、
前
掲
の
資
料
を
踏
ま
え
、
三
者
の
教
判
の
比
較
検
討
に
入
る
が
、
論

述
が
海
雑
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
ま
ず
は
、
本
節
に
お
い
て
三
時
経
教

と
三
種
教
判
と
を
先
に
検
討
し
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
一
ニ
種
法
輪
を
検
討
す
る

と
い
う
順
序
で
論
述
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
『
華
厳
経
』
の
教
説
(
以
下
「
華
厳
教
」
と
称
す
)
に
つ
い
て
、

三
時

三
種
教
判
は
第
一
根
本
教
に
位
置
づ
け
る
。
こ
の
点

開
源
法
輪
と
根
本
教
は
形
式
上
同
様
で
あ
り
、
対
応
関
係
に
あ
る

と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
詳
細
に
資
料
の
記
述
を
検
討
す
れ
ば
、
少
な
か
ら
ず

異
な
り
が
あ
る
。
第
一
に
、
三
時
経
教
が
華
般
教
を
「
大
乗
」
と
定
義
す
る
の

経
教
は
第
一
間
源
法
輪
、

に
お
い
て
、

に
対
し
、
三
種
教
判
は
「
非
大
非
小
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
こ
と
が
異
な
る
。

第
二
に
、
三
時
経
教
は
華
厳
教
を
「
菩
薩
を
悟
開
せ
し
む
」
る
も
の
と
し
て
い

る
が
、
一
二
種
教
判
で
は
こ
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
に
、
一
二
時
経
教

は
華
厳
教
を
開
源
法
輪
と
す
る
教
証
と
し
て
、
仏
駄
蹴
陀
羅
(
一
一
一
五
九
l

四
二

九
)
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
(
以
下

2
ハ
十
巻
華
厳
経
』
)
巻
第
三
十
四
「
宝
玉

⑬
 

如
来
性
起
品
」
の
文
を
趣
意
引
用
し
て
い
る
が
、
根
本
教
は
教
証
を
明
示
し
な

い
。
以
上
、
開
源
法
輪
と
根
本
教
と
の
間
で
は
、
一
二
点
の
異
な
り
を
指
摘
で
き

ヲ

hv
。次

に
、
一
二
時
経
教
で
は
、
仏
が
鹿
野
苑
に
て
説
い
た
阿
合
経
典
類
の
教
説
以

後
、
仏
が
成
道
し
て
四
十
余
年
後
に
-
説
い
た
『
法
華
経
』
ま
で
の
間
に
説
か
れ

た
と
さ
れ
る
全
て
の
教
説
が
権
源
法
輪
に
合
ま
れ
る
。
次
の
還
源
法
輪
が
『
浬

五
六

般
市
経
』
の
教
説
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
若
干
の
想
定
さ
れ
う
る
例
外
は
あ

。

る
も
の
の
、
ご
班
十
厳
経
』
と
『
浬
繋
経
』
を
除
く
全
て
の
経
典
に
お
け
る
教
説

一
方
で
、

が
権
源
法
輪
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
問
題
な
い
3

ニ
種
教
判
は
般

若
・
法
華
。
維
摩
・
思
益
等
の
各
経
典
に
説
か
れ
る
教
説
を
方
便
教
と
し
て
い

る
。
一
ニ
語
教
判
で
方
便
教
に
配
さ
れ
る
各
教
説
は
、
三
時
経
教
の
権
源
法
輪
に

合
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
権
源
法
輪
が
鹿
苑
の
教
説
を
含
む
と
い
う
こ
と
は
、

一
見
、
方
便
教
と
異
な
る
も
の
の
、
方
便
教
は
「
大
小
方
便
」
と
定
義
さ
れ
、

方
便
教
に
も
一
般
に
小
乗
教
で
あ
る
鹿
苑
の
教
え
が
合
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
、
権
源
法
輪
と
方
便
教
と
が
対
応
関
係
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
権
源
法
輪
と
方
便
教
と
を
詳
し
く
検
討
す
れ
ば
、
や
は
り
、
両

者
の
異
な
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
三
時
経
教
が
権
源
法
輪

を
「
明
理
未
極
」
の
「
方
便
権
化
」
の
教
え
と
定
義
し
、
一
方
、
三
種
教
判
が

方
便
教
を
非
大
乗
・
非
小
乗
(
非
大
非
小
)
な
が
ら
も
大
・
小
の
方
便
と
な
る
も

の
(
大
小
方
便
)
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
方
便
の
教
、
え
と

定
義
さ
れ
る
点
で
権
源
法
輪
と
方
便
教
と
は
同
じ
だ
が
、
権
源
法
輪
が
「
未

極
」
の
教
え
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
方
便
教
は
「
非
大
非
小
」
か
つ
「
大
小
方

使
」
と
な
る
と
さ
れ
、
決
し
て
「
未
極
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
評
価
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
権
源
法
輪
と
方
便
教
と
の
間
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
一
点

を
異
な
る
点
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
大
乗
『
浬
般
市
経
』
の
教
説
(
以
下
「
浬
繋
教
」
と
称
す
)
を
三
時
経

教
で
は
還
、
調
法
輪
、
一
一
一
種
教
判
で
は
岡
市
宗
教
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
還
源

法
輪
と
帰
宗
教
が
対
応
す
る
。
た
だ
、
資
料
の
説
明
が
、
と
も
に
簡
略
に
過
ぎ



る
た
め
、
還
源
法
輪
と
帰
宗
教
と
の
間
に
は
、
明
確
な
異
な
り
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
還
源
法
輪
は
、
た
だ
単
に
「
源
を
明
か
し
て
本
に
反
る
」

と
定
義
さ
れ
、
一
方
、
帰
宗
教
は
、
以
前
に
方
便
と
し
て
大
小
乗
の
教
え
を
説

い
た
が
、
ま
た
非
大
非
小
の
教
え
に
帰
結
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ
る
の
み
で
あ

る
三
時
経
教
と
三
種
教
判
と
の
関
係
で
は
、
他
に
も
注
目
さ
れ
る
点
は
多
い
が
、

⑬
 

繁
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
以
上
に
挙
げ
た
点
を
検
討
の
中
心
に
し
た
い
。

四

一
種
法
輸
の
検
討
(
ご
|
根
本
法
輪
に
お
い
て

l

さ
て
、
三
時
経
教
と
三
種
教
判
は
形
式
上
類
似
し
て
い
た
が
、
詳
細
に
比
較

検
討
し
た
結
果
、
両
者
に
幾
点
か
の
異
な
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
次
に
、
三
時
経
教
と
三
種
教
判
と
の
比
較
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
三

種
法
輪
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

三
種
法
輪
が
最
も
簡
略
に
説
か
れ
る
の
は
、
次
に
引
用
す
る
『
法
華
遊
意
』

の
文
で
あ
ろ
う
。

欲
ν
説
-
一
三
種
法
輪
一
故
、
説
ニ
此
経
-
。
言
ニ
三
種
-
者
、
一
者
、
根
本
法
輪
、

二
者
、
枝
末
之
教
、
三
者
摂
末
帰
本
。
根
本
法
輪
者
、
謂
仏
初
成
道
、
花

厳
之
会
、
純
為
ニ
菩
薩
-
、
開
二
因
一
果
法
門
-
。
謂
根
本
之
教
也
。
但
薄

福
鈍
根
之
流
、
不
ν
堪
三
於
間
二
因
一
果
-
故
、
於
二
仏
乗
一
、
分
別
説
ν

三
。
謂
枝
末
之
教
也
。
四
十
余
年
、
説
ニ
三
乗
之
教
一
、
陶
ニ
練
其
心
-
、
至
ニ

A
寸
法
花
-
、
始
得
下
会
ニ
彼
三
乗
-
、
帰
中
於
一
道
上
。
即
摂
末
帰
本
教
也

(
大
正
三
四
・
六
三
四
頁
下
)

達
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

す
な
わ
ち
、
三
種
法
輪
を
説
こ
う
と
す
る
た
め
に
『
法
華
経
』
が
説
か
れ
た
が
、

三
種
法
輪
と
は
、
仏
が
成
道
し
た
と
き
、
『
華
厳
経
』
の
会
座
に
お
い
て
も
っ

ぱ
ら
菩
薩
の
た
め
に
一
因
一
果
の
一
乗
の
法
門
を
説
い
た
根
本
法
輪
、
次
に
、

一
因
一
果
の
教
え
を
理
解
す
る
に
堪
え
な
か
っ
た
薄
福
鈍
根
の
人
の
た
め
に
一

乗
の
教
え
を
三
乗
と
説
い
た
枝
末
法
輪
、
そ
し
て
四
十
余
年
問
、
仏
が
三
乗
教

を
説
き
、
薄
福
鈍
根
の
人
の
心
を
陶
練
し
た
が
、
『
法
華
経
』
の
会
座
に
至
っ

て
、
三
乗
の
教
え
を
元
々
の
一
乗
の
教
え
に
戻
し
て
説
い
た
摂
末
帰
本
法
輪
で

⑬
 

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
三
種
法
輪
が
第
一
根
本
法
輪
を
華
厳
教
と
す
る
こ
と
に
よ
り
根
本

法
輪
・
三
時
経
教
の
開
源
法
輪
・
三
種
教
判
の
根
本
教
三
者
の
対
応
関
係
が
知

ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
こ
の
三
者
を
比
較
検
討
す
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

根
本
法
輪
が
「
一
因
一
果
の
法
門
」
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
対
機
が
菩

薩
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

さ
て
、
開
源
法
輪
が
大
乗
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
根
本
教
は
非
大
非
小
と
さ

れ
る
こ
と
が
異
な
る
の
は
前
述
し
た
が
、
根
本
法
輪
は
「
一
因
一
果
の
法
門
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
一
因
一
果
の
法
門
と
は
一
乗
教
を
意
味
す
る
的
、
大
乗

教
を
意
味
し
な
い
。
吉
蔵
は
『
法
華
遊
意
』
で
、

問
、
此
経
云
、
唯
有
二
仏
乗
-
。
云
何
、
乃
立
ニ
大
小
二
-
耶
。
答
、
如
来
、

赴
ニ
大
小
二
縁
一
、
故
説
ニ
大
小
二
教
-
也
。
雄
ν
説
ニ
二
教
ヘ
終
為
ν
顕
ニ
一

乗
-
故
。
薬
草
喰
品
云
、
於
二
切
法
-
、
以
三
智
方
便
-
、
而
演
ニ
説
之
-
。

其
所
説
法
、
皆
悉
到
ニ
於
一
切
智
地
『
。
故
知
、
教
無
ニ
異
表
ヘ
縁
無
ニ
異

悟
-
。
然
対
ν
異
故
、
明
ニ
不
異
目
。
在
ν
異
既
無
、
則
不
異
亦
息
。
故
云
、

五
七



日
疋
法
不
ν
可
レ
示
、
一
一
一
一
日
辞
相
寂
滅
。
若
守
二
大
小
二
蔵
一
、
及
封
ニ
執
唯
一
乗

者
、
此
皆
成
二
異
両
見
-
。
未
ν
法
二
本
来
寂
滅
一
。
非
下
学
二
仏
法
一
人
上
也

(
大
正
三
四
・
六
四
四
頁
中
)

と
一
一
一
一
口
う
。
す
な
わ
ち
、

『
法
華
経
』
は
一
仏
乗
の
み
が
あ
る
と
説
く
が
、
仏
は

ど
う
し
て
大
小
の
二
教
を
立
て
た
の
か
と
自
問
し
、
如
来
は
機
縁
に
し
た
が
っ

て
大
小
二
教
を
説
く
が
、
こ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

一
乗
教
を
顕
わ
に
し
よ
う

と
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
大
小
の
異
な
り
は
本
来
的
に
無
い
と
自
答
す
る
。

ま
た
続
け
て
、
大
小
の
異
な
り
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
小
が
異
な
る
と
い

つ
謬
見
に
対
し
て
異
な
ら
な
い
と

っ
た
ま
で
で
あ
り
、
大
小
が
異
な
る
と
い

う
謬
見
が
無
く
な
れ
ば
、
大
小
が
異
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
一
言
う
必
要
が
な

く
、
大
小
二
蔵
が
あ
る
と
す
る
の
も
、
大
小
二
蔵
を
否
定
し
て
一
乗
の
み
が
あ

る
と
す
る
の
も
謬
見
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
謬
見
の
者
は
、
仏
法
を
学
ぶ
人
と
は

一
一
一
一
口
え
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
以
上
か
ら
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
大
乗
・
小
乗
、

仏
乗
と
い
う
概
念
が
と
も
に
、
最
終
的
に
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
が
、
ま
た
、
大
乗
と
一
仏
乗
と
は
別
の
概
念
で
あ
り
、
大
乗
小
乗
の
概
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念
を
否
定
し
た
も
の
が
一
仏
乗
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
か
と
思
う
。

い
換
え
れ
ば
、
吉
蔵
に
お
け
る
一
仏
乗
に
は
、
非
大
乗
非
小
乗
が
合
意
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。
一
一
一
種
教
判
に
お
け
る
根
本
教
は
、
非
大
非
小
と
さ
れ
る
が
、

三
種
法
輪
の
根
本
法
輪
は
一
乗
教
と
さ
れ
、
こ
れ
が
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
非
大

非
小
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
根
本
教
か
ら
根
本
法
輪
へ
と
い
う
展

関
を
裏
付
け
る
も
の
と
一
一
一
口
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
法
朗
に
お
い
て
、
果
た

し
て
非
大
非
小
と
一
乗
が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

E 
八

ま
た
、
他
方
で
、
三
時
経
教
の
関
源
法
輪
が
大
乗
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
、

一一

種
教
判
及
ぴ
三
種
法
輪
に
比
し
て
趣
を
異
に
す
る
と
言
え
る
。

次
に
、
根
本
法
輪
の
対
機
が
菩
薩
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及

し
た
い
。
開
源
法
輪
は
対
機
に
つ
い
て
「
菩
薩
を
悟
開
せ
し
む
」
と
し
て
い
る

が
、
根
本
教
に
は
対
機
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
が
な
い
。
し
か
し
、
吉
蔵
撰

『
華
厳
遊
意
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

委
悉
述
ニ
大
師
之
一
言
¥
前
難
下
南
土
、
解
中
釈
迦
与
ニ
合
那
一
不
長
異
。
今
還

用
ニ
前
回
種
一
貴
故
、

不
ν
得
二
。
(
略
)
四
者
、
徒
衆
異
。
釈
迦
、
具
有
ニ

三
一
雑
縁
一
、
但
不
但
縁
。
如
ニ
千
二
百
声
問
、
弥
勅
等
菩
薩
一
、
則
自
疋
雑

縁
也
。
合
那
、
唯
一
大
縁
満
縁
。
普
賢
菩
薩
等
、
則
是
大
縁

(
大
正
三
五
・
一
一
良
下
)

す
な
わ
ち
吉
蔵
は
、
大
師
の
一
一
一
一
日
葉
を
委
曲
に
述
べ
れ
ば
、
大
師
は
、
南
土
の
師

が
釈
迦
仏
と
合
那
仏
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
(
釈
迦
舎
那
不
異
)
と
解
釈
す

四
種
の
観
点
か
ら
論
難
す
る
と

合
那
仏
と
の
説
法
の
徒
衆
が
異
な
る
(
徒
衆
異
)
と
い
う
観
点
か
ら
論
難
す
る

際
、
釈
迦
仏
は
千
二
百
の
声
開
に
も
弥
勤
な
ど
の
菩
薩
に
も
教
を
説
き
、
徒
衆

る
こ
と
を
、

い
、
そ
の
第
四
に
、
釈
迦
仏
と

は
雑
縁
で
あ
っ
た
が
、
合
那
仏
は
た
だ
普
賢
菩
薩
な
ど
の
大
縁
満
縁
の
み
に
教

を
説
き
、
徒
衆
は
大
縁
で
あ
り
、
釈
迦
仏
と
合
那
仏
と
で
は
徒
衆
が
異
な
る
、

⑬
 

と
し
た
と
一
一
一
一
向
う
。
こ
こ
に
い
う
大
師
は
、
法
朗
を
指
す
。
こ
の
文
か
ら
、
少
な

く
と
も
法
朗
に
は
、
合
那
仏
の
所
説
で
あ
る
華
厳
教
の
対
機
を
菩
薩
に
限
定
す

る
考
え
は
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
『
華
厳
遊
意
』
は
別
の
箇
所
で
、

北
土
師
が
釈
迎
仏
と
合
那
仏
と
が
異
な
る
(
釈
迦
舎
那
異
〉
と
解
釈
す
る
こ
と



を

四
者
、
徒
衆
亦
不
ν
異
。
第
八
会
、
具
列
ニ
大
小
乗
衆
一
。
列
二
五
百
声
聞
身

子
須
菩
提
等
-
。
若
爾
二
仏
、
徒
衆
亦
不
ν
異
。
若
使
言
下
合
那
、
唯
為
二
一

大
縁
¥
則
応
唯
列
中
一
大
乗
衆
上
、
何
則
具
列
ニ
大
小
衆
-
為
。
則
具
ニ
大
小

縁
一
。
又
列
既
雑
列
、
縁
即
日
疋
雑
縁
、
教
是
雑
教
。
又
釈
迦
、
大
縁
文
殊

弥
勅
等
、
更
無
ニ
別
文
殊
弥
勅
-
。
何
異
ニ
合
那
-
。
小
縁
身
子
須
菩
提
等
、

・
無
ニ
別
身
子
須
菩
提
等
一
。
若
使
知
ν
此
、
故
知
、
二
仏
徒
衆
、
亦
復
不
ν
異

(
大
正
三
五
・
二
頁
中
)

と
言
っ
て
論
難
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
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聞
が
会
座
に
連
な
る
の
で
、
合
那
仏
も
決
し
て
菩
薩
の
み
に
経
を
-
説
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
こ
の
点
で
釈
迦
仏
と
舎
那
仏
は
異
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る

(
徒
衆
不
異
)
。
こ
れ
は
、
南
土
師
を
難
じ
て
「
徒
衆
異
」
を
主
張
し
た
前
述
の

『
華
厳
経
』
の
第
八
会
に
は
五
百
の
声

説
と
は
正
反
対
だ
が
、
実
は
こ
の
徒
衆
不
異
も
法
朗
の
説
で
あ
る
。
こ
の
法
朗

の
徒
衆
に
関
す
る
異
な
っ
た
解
釈
を
、
『
華
厳
遊
意
』
は
最
終
的
に
、
法
朗
に

⑬
 

教
え
を
請
う
た
建
初
法
師
の
言
葉
を
も
っ
て
結
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
建
初
法

師
は
釈
迦
仏
と
合
那
仏
と
の
関
係
を
一
・
異
・
亦
一
亦
異
・
非
一
非
異
の
四
句

分
別
を
も
っ
て
整
理
し
、
「
非
ニ
四
句
¥
而
不
ν
失
ニ
四
句
-
」
(
大
正
三
五
・
二
頁

つ
ま
り
、
釈
迦
仏
と
合
那
仏
と
の
関
係
は
了
異
・
亦
一
亦
異
・

非
一
非
異
の
四
句
分
別
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
一
・
異
・

亦
一
亦
異
・
非
一
非
異
に
四
句
分
別
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
言
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
釈
迦
仏
と
合
那
仏
の
同
異
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
法
朗
は

釈
迦
仏
と
舎
那
仏
と
の
徒
衆
同
異
の
問
題
に
関
し
て
も
同
様
の
意
見
を
持
っ
て

下
)
と
言
う
。達

法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
古
蔵
の
三
種
法
輪

い
た
と
考
え
て
問
題
な
い
。
要
す
る
に
法
朗
に
は
、
華
厳
教
の
対
機
を
菩
薩
に

限
定
す
る
見
方
と
、
菩
薩
に
限
定
し
な
い
見
方
の
二
つ
の
見
方
が
あ
り
、

面

で
は
こ
の
二
つ
の
見
方
を
否
定
し
、

一
面
で
は
認
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
吉
蔵
は
根
本
法
輪
の
対
機
を
菩
薩
に
限
定
し
て
い
る
が
、
『
浄
名
玄

論
』
巻
第
七
で
吉
蔵
は
次
の
よ
う
に
も
一
言
う
。

問
、
大
機
未
ν
熟
、
故
華
厳
之
会
、
未
ν
有
ニ
小
衆
一
。
何
故
第
八
会
中
、
列
ニ

五
百
声
間
一
。
答
、
前
七
会
、
多
是
仏
初
成
道
、
菩
提
樹
下
説
ν
之
。
此
時

未
v
有
二
小
衆
目
。
故
七
会
不
ν
列
。
第
八
会
、
後
時
説
ν
之
。
後
己
立
ニ
紙
垣

精
舎
一
。
此
時
得
ν
有
ニ
声
間
一
。
所
以
列
也
。
講
者
、
謂
ニ
七
処
八
会
、
皆

初
成
道
説
-
。
則
失
ニ
斯
意
一
也
(
大
正
三
八
・
九
O
O頁
上
)

つ
ま
り
、
『
華
厳
経
』
の
会
座
に
小
乗
の
徒
衆
が
存
在
し
な
い
と
言
う
の
な
ら
、

ど
う
し
て
『
華
厳
経
』
の
第
八
会
に
お
い
て
、
五
百
の
声
聞
が
会
座
に
列
し
て

い
る
の
か
と
自
問
し
て
、
第
七
会
ま
で
は
小
乗
の
徒
衆
が
存
在
し
な
い
が
、
第

八
会
は
初
成
道
よ
り
後
、
祇
園
精
舎
に
お
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
と

き
は
会
座
に
声
聞
が
存
在
す
る
の
だ
と
自
答
し
、
さ
ら
に
『
華
厳
経
』
を
講
義

す
る
者
は
み
な
、
『
華
厳
経
』
を
初
成
道
の
説
と
す
る
が
、
こ
の
第
八
会
の
こ

と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
と
評
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
華
厳
経
』
第
八
会

の
例
を
出
し
、
決
し
て
『
華
厳
経
』
の
対
機
が
菩
薩
に
限
ら
な
い
こ
と
を
主
張

す
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
『
華
厳
遊
意
』
に
説
か
れ
た
法
朗
の
説
を
受
け
た
も

⑬
 

の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
吉
蔵
も
法
朗
と
同
じ
く
、
『
華
厳
経
』
の
対
機
が
菩

薩
に
限
ら
れ
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
の
両
方
を
認
め
る
立
場
を
採
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
三
時
経
教
と
三
種
教
判
と
三
種
法
輪
と
の

五
九



『
華
厳
経
』
の
対
機
に
つ
い
て
の
見
方
を
ま
と
め
る
と
、
一
二
時
経
教
と
三
種
法

輪
は
対
機
を
菩
薩
に
限
定
す
る
が
、
一
一
一
種
教
判
は
対
機
を
菩
薩
に
限
定
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は
一
見
、
三
時
経
教
と
三
種
法
輪
が
類
似
し
、
三
種
教
判
が
趣
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
る
。
し
か
し
、
法
朗
に
は
『
華
厳
経
』
の
対

機
を
菩
薩
に
限
定
す
る
見
方
を
容
認
す
る
考
え
が
あ
り
、

一
方
で
、
吋
華
厳
経
』

の
対
機
を
菩
薩
に
限
定
し
な
い
考
え
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
吉
蔵
の
教

学
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
む
し
ろ
開
源
法
輪
よ
り
も
根

本
教
の
方
が
、
根
本
法
輪
に
近
い
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

五

一
種
法
輸
の
検
討
会
一

)
i枝
末
法
輪
に
お
い
て

l

次
に
、
枝
末
法
輪
と
権
源
法
輪
及
び
方
便
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

枝
末
法
輪
は
、
薄
福
鈍
根
の
人
が
華
厳
教
の
一
乗
を
開
く
に
堪
え
な
か
っ
た
か

ら
、
仏
は
次
に
、
本
来
一
乗
で
あ
る
も
の
を
三
乗
と
説
い
た
と
い
う
教
、
え
を
意

味
し
、
こ
こ
に
は
阿
合
経
典
類
に
説
か
れ
た
教
説
以
後
、
『
法
華
経
』
が
説
か

れ
る
前
ま
で
の
経
典
に
説
か
れ
た
教
説
が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ

る
の
は
、
権
源
法
輪
及
ぴ
方
便
教
に
合
ま
れ
た
法
華
教
が
、
枝
末
法
輪
に
は
含

ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
重
要
な
問
題
を
は
ら
み
、
検
討

に
含
め
る
と
、
論
点
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は

触
れ
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
し
、
い
ず
れ
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
枝
末
法
輪
が
本
来
一
乗
で
あ
る
も
の
を
三
乗
と
説
い
た

教
え
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
検
討
を
進
め
る
。

さ
て
、
権
源
法
輪
と
方
便
教
と
は
、
と
も
に
方
便
の
教
え
と
定
義
さ
れ
る
点

。

で
共
通
し
て
い
た
。
こ
れ
に
比
し
て
、
校
末
法
輪
は
一
乗
を
分
別
し
て
三
乗
と

説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
技
末
法
輪
は
三
乗
教
と
い

た
と
え
ば
、
『
法
華
玄
論
』
巻
第
二
に
は
「
昔
日
明
ν
三、

別
有
ニ
因
三
果
三
一
。
今
日
排
二
、
則
有
二
図
一
果
了
。
関
ニ
昔
因
三
果
一
一
一
一
、

皆
是
方
便
。
顕
二
今
国
一
果
了
、
並
為
二
真
実
一
」
(
大
正
三
回
・
三
八

O
頁
上
)

@
 

と
あ
り
、
『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
で
は
因
三
果
三
の
三
乗
の
教
え
を
説
い
た

う
こ
と
に
な
る
が
、

が
、
こ
れ
は
方
便
で
あ
り
、
今
の
『
法
華
経
』
に
お
い
て
図
一
果
一
の
一
乗
教

を
明
か
す
の
が
真
実
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
方
便
は
、
教
化
の
巧
み
な
手
段

三
乗
は
、
衆
生
を
一
乗
に
誘
引
す
る
た
め
の
巧
み
な

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、

手
段
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
を
一
乗
に
誘
引
す
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

枝
末
法
輪
は
、
衆
生
易
二
乗
教
に
導
く
と
い
う
限
定
的
な
意
味
に
お
い
て
、
方

便
の
意
味
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

枝
末
法
輪
が
、
衆
生
を
一
乗
に
導
く
と
い
う
点
に
お
い
て
方
便
で
あ
る
こ
と

は
、
次
の
士
口
蔵
撰
『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
の
文
に
も
明
か
で
あ
る
。

問
、
初
化
ニ
窮
子
一
不
ν
得
。
以
ニ
幾
種
教
門
一
、
即
柔
ニ
伏
其
心
一
、
後
得
ν
入ニ

法
華
一
耶
。
答
、
初
華
厳
教
門
、
此
教
ニ
直
往
菩
薩
一
、
令
ν
入
ニ
仏
乗
一
。
従
ニ

華
厳
一
以
後
、
依
一
一
此
口
開
始
終
之
意
¥
凡
有
二
回
教
-
。
調
ニ
伏
過
小
入
大
之

人
一
、
方
得
ν
入
ニ
於
悌
慧
一
。
一
言
二
回
教
一
者
、
一
冷
水
漉
面
、
即
入
天
教
。

令
三
其
離
L
ニ
塗
之
悪
一
。
次
一
展
v
子
除
ν
糞
、
警
ν
説
二
二
乗
教
一
。
令
ν
離
ニ
凡

夫
煩
悩
一
。
一
一
一
者
、
付
財
密
化
警
、
及
陶
練
小
心
蹴
世
話
、
此
之
ニ
警
、
化
ニ
彼

二
乗
一
。
向
令
ν
離
二
二
乗
燐
悩
一
。
所
三
以
但
挙
二
此
二
町
議
一
者
、
以
ニ
大
法
一

化
ν
小
、
凡
有
ニ
二
門
一
。
一
者
、
令
ニ
小
人
説
p

大
、
以
化
二
小
人
一
。
則
付



財
教
、
名
為
ニ
自
教
一
。
二
者
、
令
ニ
大
士
説
v
大
、
而
化
ニ
小
人
一
。
謂
三
大

品
以
後
、
諸
方
等
経
、
名
為
ニ
他
教
-
。
一
切
大
乗
中
、
唯
此
二
事
。
故
用
二

斯
二
一
、
調
二
其
小
心
-
。
然
後
得
ν
悟
ニ
一
乗
一
也
。
問
、
此
四
教
、
調
ニ
伏

小
心
一
、
得
ν
悟
ニ
一
乗
-
者
、
此
之
四
教
、
悉
是
入
二
乗
-
之
方
便
。
若
爾

四
教
、
応
-
一
倶
日
疋
方
便
説
教
-
耶
。
答
、
不
ν
然
。
前
之
二
教
、
是
方
便
教
。

故
籍
-
一
方
便
教
一
、
悟
ニ
入
一
乗
一
、
則
以
ニ
方
便
教
-
、
為
二
乗
方
便
-
也
。

後
之
二
教
、
並
日
疋
大
乗
、
即
日
疋
真
実
教
。
但
籍
ニ
真
実
教
一
、
悟
ニ
入
一
乗
-
。

故
以
ニ
真
実
教
-
、
為
下
入
ニ
法
華
一
之
方
便
上
也

(
大
正
三
四
・
五
五
二
頁
下
l
五
五
三
頁
上
)

こ
れ
は
吉
蔵
の
声
聞
の
教
導
過
程
を
分
類
し
た
、
四
調
柔
に
つ
い
て
説
か
れ
た

@
 

も
の
で
あ
る
。
四
調
柔
と
は
、
華
厳
教
の
説
法
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
人
を
悟

入
さ
せ
る
た
め
に
設
け
た
、
第
一
に
人
天
教
、
第
二
に
二
乗
教
、
第
三
に
、
小

乗
人
に
自
ら
大
乗
教
を
説
か
せ
、
大
乗
教
を
理
解
さ
せ
る
自
教
、
第
四
に
、
菩

薩
に
大
乗
教
を
説
か
せ
、
小
乗
人
に
理
解
さ
せ
る
他
教
と
い
う
、
四
つ
の
教
え

の
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
四
調
柔
は
、
鈍
根
の
者
に
一
乗
を
悟

ら
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
方
便
で
あ
る
が
、
人
天
教
・
二
乗
教
の
二
教
は
小
乗

教
で
、
単
に
方
便
の
教
え
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
自
教
・

他
教
の
二
教
は
大
乗
教
で
あ
り
、
真
実
の
教
え
で
あ
る
か
ら
、
方
便
の
教
え
と

は
言
え
ず
、
一
乗
教
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
限
定
的
な
場
合
に
お
い
て
方
便
と
称

@
 

さ
れ
る
と
、
資
料
に
説
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
四
調
柔
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、
三
種
法
輪
に
お
け
る
枝
末
法
輪
を
、

小
乗
人
の
教
化
と
い
う
点
に
お
い
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た

達
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

四
調
柔
に
お
け
る
自
教
・
他
教
の
二
教
は
、
小
乗
人
に
法
華

一
乗
教
を
悟
ら
せ
る
た
め
と
い
う
限
定
的
な
一
面
か
ら
は
方
便
で
あ
る
が
、
大

乗
教
で
あ
る
か
ら
真
実
の
教
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
真
実
で
あ
る
白
教
と
他
教

と
は
、
三
種
法
輪
の
枝
末
法
輪
に
合
ま
れ
る
か
ら
、
校
末
法
輪
は
、
方
便
と
い

う
役
割
を
担
い
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
真
実
の
教
を
含
む
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
三
種
法
輪
に
お
い
て
枝
末
法
輪
が
、
決
し
て
劣
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

な
い
。
そ
し
て
、

で
は
か
え
っ
て
、
権
源
法
輪
及
ぴ
方
便
教
は
、
方
便
の
教
え
と
定
義
さ
れ
た

が
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
方
便
と
さ
れ
る
の
か
。
権
源
法
輪
が
い
か
な
る

意
味
に
お
い
て
方
便
と
規
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
文
が
簡
略
に
過
ぎ
、

判
然
と
し
な
い
が
、
方
便
教
は
「
非
大
非
小
に
し
て
、
能
く
大
小
の
方
便
と
な

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
方
便
教
は
、
本
来
「
非
大
非
小
」
で
あ
る

が
、
か
つ
、
「
大
小
」
と
い
う
方
便
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
非
大
非

小
」
が
真
実
で
あ
り
、
「
大
小
」
は
方
便
、
つ
ま
り
「
非
大
非
小
」
を
説
く
た

め
と
い
う
場
合
に
限
っ
て
、
巧
み
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
吉
蔵
に
お
い
て
「
非
大
非
小
」
は
、
「
一
乗
」

と
い
う
語
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
吉
蔵
に
も
大
小
二
教

を
一
乗
教
を
説
く
た
め
の
方
便
と
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

枝
末
法
輪
と
方
便
教
と
は
、
両
者
と
も
に
「
非
大
非
小
」
の
方
便
で
あ
る
と
も

言
え
る
。

次
に
、
権
源
法
輪
に
「
明
理
未
極
」
と
い
う
消
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
に
比
し
て
、
方
便
教
は
あ
く
ま
で
本

司.L.・，、



来
「
非
大
非
小
」
の
教
で
あ
り
、
消
極
的
な
評
価
は
与
、
え
ら
れ
て
い
な
い
。
で

は
、
枝
末
法
輪
は
吉
蔵
に
お
い
て
、
い
か
な
る
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
、
菅
野
(
一
九
八
二
が
す
で
に
「
梅
本
と
枝
末
は
、
価
値
的
な
浅
深

を
示
す
概
念
と
み
る
よ
り
も
、
論
理
的
関
係
を
示
す
概
念
と
見
る
べ
き
で
あ

る
」
(
一
五
四
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
根
本
法
輪
及
び
摂
末
帰
本

法
輪
寸
一
乗
教
)
と
枝
末
法
輪
寸
三
乗
教
)
と
は
、
優
劣
関
係
に
は
な
く
、

あ
く
ま
で
一
乗
と
三
乗
と
の
論
理
的
関
係
に
あ
る
と
一
一
一
日
う
の
で
あ
る
。
詳
し
く

は
菅
野
口
九
八
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

吉
蔵
は
、
基
本
的
に
方
便
の
教
を
真
実
の
教
よ
り
価
値
的
に
低
く
見
る
と
い

う
こ
と
を
認
め
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
法
華
遊
意
』
に
は
、

欲
v
明
二
十
方
三
世
諸
仏
権
実
ニ
智
、
互
相
資
成
一
故
、
説
ニ
此
経
一
。
然
諸

仏
之
心
、
未
ニ
曽
権
之
与
F

実
。
宣
是
一
之
与
ν
一
二
。
故
内
外
並
冥
、
縁
観

倶
寂
。
但
於
ニ
無
名
相
中
¥
仮
名
相
説
。
欲
ν
出
ニ
処
衆
生
一
故
、
強
称
ニ
権

実
¥
則
於
互
有
二
相
資
成
一
。
故
非
ν
実
無
二
以
排
F

権
、
非
ν
権
無
ニ
以
排
v

実
。
実
有
二
起
ν
権
之
功
一
、
権
有
ニ
資
v
実
之
用
¥
是
以
文
一
戸
、
於
二
仏

乗
¥
分
別
説
ν
三
。
謂
従
ν
実
起
ν
権
、
我
設
二
日
疋
方
便
¥
令
得
ν
入
ニ
仏

慧
¥
則
以
ν
権
通
ν
実

つ
ま
り
、
諸
仏
の
権
と
実
と
の
こ
智
は
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
明
か
す
た
め
に
、
『
法
華
経
』
が
説
か
れ
た
が
、
諸
仏
の
心
に
は
、

(
大
正
三
四
・
六
三
四
頁
上
)

本
来
的
に
権
と
実
と
い
う
も
の
は
な
く

一
乗
と
三
乗
と
い
う
も
の
も
な
く
、

衆
生
の
た
め
に
仮
に
、
強
い
て
権
実
の
二
智
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
と

言
う
。
さ
ら
に
、
実
智
が
な
け
れ
ば
権
智
が
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
権
知
日
が

ノ、

な
け
れ
ば
実
智
が
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
実
智
に
よ
っ
て
権
智
が
起
こ
り
、

権
智
に
よ
っ
て
実
智
が
助
け
ら
れ
る
と
一
高
う
。
こ
の
場
合
の
権
と
は
、
方
便
と

⑫
 

同
義
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
吉
蔵
が
方
便
と
真
実
と
を
優
劣
関

あ
く
ま
で
優
劣
の
価
値
判
断
を
認
め
な
い
論
理
的
関
係
で
把
握

し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

係
で
は
な
く
、

さ
て
、
校
末
法
輪
は
小
乗
人
に
一
乗
教
を
悟
ら
せ
る
た
め
の
方
便
と
さ
れ
る

が
、
吉
蔵
に
お
い
て
方
便
は
、
真
実
に
劣
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
は
、
方
便
教
が
「
非
大
非
小
、
而
能
大
小
方
便
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
類
似

し
た
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
、
校
末
法
輪
は
、
三
時
経
教
の
権
涼
法
輪
が
「
明

理
未
極
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
は
趣
を
異
に
す
る
と
一
一
一
一
口
、
え
る
の
で
あ
る
。

J 白

ノ、

一
種
法
輪
の
検
討
(
一
一
一

)
i摂
末
帰
本
法
輪
に
お
い
て

i

最
後
に
、
三
種
法
輪
に
お
け
る
摂
末
帰
本
法
輪
と
、
一
二
時
経
教
の
還
源
法
輪

及
ぴ
三
種
教
判
の
帰
宗
教
と
を
比
較
検
討
し
た
い
。
検
討
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、

吉
蔵
に
お
け
る
摂
末
帰
本
法
輪
の
定
義
を
明
確
に
す
る
。
摂
末
帰
本
法
輪
は
、

根
本
法
輪
の
一
乗
教
を
開
く
に
堪
え
な
か
っ
た
薄
福
鈍
根
の
人
が
、
校
末
法
輪

の
三
乗
教
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
陶
練
さ
れ
、
再
び
一
乗
の
教
を
開
く
た
め
に

説
か
れ
た
も
の
で
、
『
法
華
経
』
の
教
え
(
以
下
「
法
華
教
」
と
称
す
)
を
意
味

す
る
。
こ
れ
は
、
三
時
経
教
の
還
源
法
輪
と
三
種
教
判
の
帰
宗
教
と
が
浬
繋
教

を
意
味
す
る
こ
と
と
大
き
く
異
な
る
と
一
一
一
一
口
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
摂
末
帰

本
法
輪
は
、
還
源
法
輪
と
帰
宗
教
と
に
配
当
さ
れ
る
浬
繋
教
を
、
ど
の
よ
う
に

定
義
す
る
の
か
と
い
う
と
、
『
法
華
義
疏
』
巻
第
二
に
は
、
「
法
事
以
去
乃
至
浬



紫
、
皆
収
末
帰
本
一
乗
法
輪
也
」
(
大
正
三
四
・
四
七
三
頁
下
)
と
あ
り
、
ま
た
、

『
法
華
統
略
』
巻
上
本
に
は
「
欲
ν
顕
下
法
華
巳
去
、
愛
至
ニ
浬
般
ヂ
、
明
中
摂
末
帰

本
法
輪
上
」
(
新
纂
市
二
七
・
四
五
一
頁
下
)
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
華
教
以
後
、

@
 

浬
繋
教
に
至
る
ま
で
は
全
て
、
摂
末
帰
本
法
輪
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
浬
繋
教
が
含
ま
れ
る
と
言
っ
て
も
、
摂
末
帰
本
法
輪
の
中
心
は
や
は
り

法
華
教
に
あ
る
。
例
え
ば
『
法
華
遊
意
』
に
は
、

問
、
何
故
以
、
知
下
浬
繋
為
ニ
鈍
根
人
-
説
上
耶
。
答
、
此
経
、
明
ν
有
ニ
二

子
-
。
一
不
失
心
、
二
失
本
心
。
従
ニ
花
厳
-
、
至
ニ
法
花
一
、
為
=
不
失
心
子
一

説
。
並
皆
得
ν
悟
ν
之
、
不
ν
須
ν
説
ニ
浬
般
市
-
。
失
心
子
、
毒
気
深
入
、
失
ニ

於
本
心
一
。
故
開
ニ
法
花
-
不
ν
悟
。
唱
ν
滅
説
ν
常
、
方
得
ニ
解
了
一

(
『
法
華
遊
意
』
大
正
三
四
・
六
四
一
頁
上
!
中
)

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
不
失
心
の
子
は
法
華
教
に
至
っ
て
得
悟
す
る
か
ら
、
浬

繋
教
を
聞
く
必
要
が
な
く
、
失
本
心
の
子
は
鈍
根
で
あ
る
か
ら
、
法
華
教
に
お

い
て
得
悟
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
浬
繋
教
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
文
章
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
摂
末
帰
本
法
輪
に
お
い
て
、
浬
繋
教
が
必
ず
し
も
説
か
れ
る
必

要
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
吉
蔵
に
お
い
て
三
種
法
輪
の
思

@
 

想
的
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
『
法
華
玄
論
』
巻
第
一
で
は
、
「
問
、
若
此
経
、
己

明
ニ
仏
性
¥
浬
繋
何
須
ニ
復
説
¥
答
、
若
巳
了
悟
者
、
不
ν
須
ニ
浬
繋
-
也
」

(
大
正
三
四
・
三
六
七
頁
上
i

中
)
、
つ
ま
り
、
『
法
華
経
』
が
仏
性
常
住
を
明
ら

か
に
し
て
お
り
、
も
し
『
法
華
経
』
に
お
い
て
得
倍
す
る
な
ら
ば
、
『
浬
繋
経
』

は
説
か
れ
る
必
要
が
な
い
と
言
い
、
よ
り
顕
著
な
形
で
浬
繋
教
が
必
ず
し
も
不

@
 

可
欠
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
摂
末
帰
本
法
輪
に
は
一
応
、

達
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

浬
繋
教
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、

分
か
る
。

そ
の
中
心
に
あ
る
の
は
法
華
教
で
あ
る
こ
と
が

さ
て
、
帰
宗
教
は
、
大
小
の
方
便
を
、
非
大
非
小
に
帰
結
さ
せ
る
教
え
と
定

義
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
摂
末
帰
本
法
輪
が
三
乗
を
会
し
て
一
乗
に
帰
ら

せ
る
教
え
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
近
い
。
一
方
、
還
源
法
輪
は
、
た
だ
単
に

「
源
を
明
か
し
て
本
に
反
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
が
、
説
明
が
簡
略
に
過
ぎ
、

明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
種
法
輪
が
「
一
乗
|
三
乗
ー
一
乗
」
、
三
種
教

判
が
「
非
大
非
小
|
非
大
非
小
か
つ
大
小
|
非
大
非
小
」
と
い
う
関
係
で
説
明

さ
れ
、
分
類
の
第
一
教
と
第
三
教
と
に
共
通
の
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
思
え
ば
、
第
三
の
還
源
法
輪
も
、
第
一
の
開
源
法
輪
と
同
様
の
定
義
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
還
源
法
輪
は
、
開
源
法
輪
と
同
じ

く
大
乗
と
い
う
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
三
時
経
教
が
「
大
乗
|
大
小
乗
(
明
理
未
極
)
!
大
乗
」
と
い
う
関
係
に

あ
る
教
判
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
筆
者
は
、
三
時
経
教
・
三
種
教
判
・
三
種
法
輪
の
順
に
発
展
し
、
成

立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、
三
時
経
教
は
「
大
乗
l

大

小
乗
(
明
理
未
極

)
i大
乗
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
が
、
一
二
種
教
判
は
「
非
大

非
小
l
非
大
非
小
か
つ
大
小
l
非
大
非
小
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

あ
く
ま
で
「
大
小
」
の
対
立
概
念
で
優
劣
を
判
じ
て
い
た
三
時
経
教
を
超
克
す

る
た
め
に
、
法
朗
が
三
種
教
判
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
、
新
た
に
「
大
・
小
」

の
超
越
概
念
で
あ
る
「
非
大
非
小
」
を
設
定
し
、
か
つ
、
「
非
大
非
小
・
大
小
」

と
い
う
優
劣
関
係
で
は
な
い
論
理
的
関
係
に
置
き
換
え
た
と
考
え
得
る
。
さ
ら

司.L.・

F、



に
、
吉
蔵
は
「
非
大
非
小
」
を
「
一
乗
」
と
同
義
と
考
え
、
三
種
教
判
を
、

『
法
華
経
』
を
中
心
に
し
た
「
一
乗
l

三
乗
!
一
乗
」
と
い
う
関
係
を
有
す
る
、

@
 

三
種
法
輪
に
発
展
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

七

結
論

以
上
、
一
二
時
経
教
と
三
種
教
判
と
三
種
法
輪
と
を
検
討
し
て
き
た
が
、
検
討

か
ら
は
、
三
種
法
輪
と
三
種
教
判
と
の
間
に
、
形
式
上
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
思

想
内
容
も
含
め
て
類
似
す
る
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
こ
れ
に

比
べ
、
三
時
経
教
と
三
種
法
輪
と
は
、
形
式
上
類
似
す
る
と
い
い
な
が
ら
も
、

内
容
的
に
異
な
る
点
が
少
な
く
な
い
。

特
に
、
三
種
法
輪
は
ご
乗
i

一一一乗

l
一
乗
」
、
三
種
教
判
は
「
非
大
非
小

ー
非
大
非
小
か
つ
大
小
|
非
大
非
小
」
と
さ
れ
、
「
真
実
l
方
便
l
真
実
」
と

い
う
論
理
的
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
三
段
の
教
説
そ
れ
ぞ
れ
を
優
劣
関
係
で
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
三
時
経
教
は
「
大
乗
i

大
小

乗
(
明
理
未
極
)
!
大
乗
」
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
「
真
実
!
方
便
i

真
実
」

と
い
う
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
、
三
段
の
教
説
を
「
優

l
劣

l
優
」
と
い

う
優
劣
関
係
で
と
ら
、
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
時
経
教
が
他
の
二
教
判
と
最
も

異
な
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
三
者
の
教
判
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
教
え
の
優
劣

関
係
を
認
め
る
違
法
師
の
三
時
経
教
が
法
朗
以
前
に
存
在
し
、
こ
れ
を
法
朗
が

自
説
と
し
て
取
り
込
み
、
教
え
の
優
劣
関
係
を
認
め
な
い
「
非
大
非
小
」
と

「
非
大
非
小
か
つ
大
小
」
と
の
論
理
的
関
係
を
有
す
る
三
種
教
判
と
し
て
発
展

六
四

そ
し
て
、
吉
蔵
は
三
種
教
判
を
、
今
度
は
一
乗
と
三
乗
と
の
論
理
的
関

係
を
有
す
る
、
『
法
華
経
』
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ
た
三
種
法
輪
に
展
開
さ

さ
せ
、

せ
た
と
ニ
一
一
日
う
こ
と
が
で
き
る
。

吉
蔵
と
法
朗
と
の
教
学
の
密
接
な
関
係
は
、
し
ば
し
は
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で

⑮
 

あ
る
が
、
本
稿
の
検
討
に
お
い
て
も
や
は
り
、
吉
蔵
の
三
種
法
輪
の
根
底
に
は
、

法
朗
の
三
種
教
判
の
強
い
影
響
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
と
思
う
。
し
か
し
、

一
方
で
吉
蔵
は
、
法
朗
の
三
種
教
判
を
そ
の
ま
ま
用
い
ず
、
独
自
に
発
展
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
発
展
の
部
分
に
、
吉
蔵
教
学
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
発
展
の
部
分
に
関
す
る
検

討
は
、
次
稿
以
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註①
四
部
二
十
九
巻
の
内
訳
は
、
『
法
事
玄
論
』

『
法
華
遊
意
』
一
巻
、
『
法
華
統
略
』
六
巻
。

②
三
種
法
輪
に
つ
い
て
は
菅
野
[
一
九
八
二
、
末
光
[
一
九
八
三
〕
な
ど
を
参

照
さ
れ
た
い
。

③
一
一
一
種
教
判
と
三
種
法
輪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
前
田

〔
一
九
O
二
〕
〔
一
九
三
ニ
、
佐
々
木
ご
九
一

O
〕
[
一
九
二

O
〕
、
林
屋
[
一

九
三
九
〕
、
韓
[
一
九
八
七
〕
、
華
[
一
九
九
五
]
が
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

以
前
、
筆
者
は
拙
稿
〔
二

O
O
一
一
一
〕
に
お
い
て
三
種
教
判
に
触
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
三
種
教
判
が
説
か
れ
る
資
料
の
資
料
的
信
法
性
を
検
討
す
る

こ
と
に
主
眼
が
あ
る
た
め
、
三
種
教
判
と
三
種
法
輪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
簡

単
に
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
韓
〔
一
九
八
七
〕
は
「
吉
蔵
的
「
一
二
輪
」

並
不
完
全
等
於
法
朗
的
「
一
ニ
教
」
、
但
大
同
小
異
」
(
一
五
頁
。
韓
三
九
九
七
〕

ニO
一
頁
に
も
同
文
)
、
事
[
一
九
九
五
]
は
「
此
三
教
之
判

(u三
種
教
判
)

一O
巻、

『
法
華
義
疏
』

一
二
巻
、



与
吉
蔵
的
三
輪
判
教
雄
非
完
全
一
致
、
但
大
同
小
異
」
(
一
九
一
真
)
と
指
摘
す

る
。
両
者
は
、
戦
後
で
は
数
少
な
い
、
三
種
教
判
に
つ
い
て
触
れ
る
貴
重
な
研

究
で
あ
る
が
、
筆
者
の
問
題
意
識
と
は
隔
た
り
が
あ
り
、
適
切
な
指
摘
と
は
思

え
な
い
。

④
た
だ
し
、
前
回
[
一
九

O
二
]
[
一
九
三
二
、
佐
々
木
〔
一
九
一

O
]
{
一

九
二

O
]
は
、
三
種
教
判
と
三
種
法
輪
と
の
『
浬
繋
経
』
の
位
置
づ
け
の
違
い

に
つ
い
て
注
目
し
、
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
、
今
後
検
討
の
余
地
が
あ

ヲ@。

⑤
こ
の
資
料
は
近
年
、
青
木
[
一
九
九
六
]
に
よ
っ
て
学
界
に
詳
し
く
紹
介
さ

れ
た
。
青
木
隆
氏
の
研
究
な
く
し
て
、
筆
者
が
こ
の
資
料
の
存
在
を
知
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
俄
争
一
八

O
』
と
い
う
貴
重
な
資
料
に
い
ち
早
く
注

目
し
、
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
青
木
氏
に
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
青
木

〔
一
九
九
六
]
以
前
の
研
究
で
は
、
管
見
の
限
り
、
メ
ン
シ
コ
フ
の
目
録
の
上
冊

(
原
文
一
九
六
三
年
刊
)
に
「
一
二
一
五
」
の
番
号
が
付
さ
れ
、
若
干
の
紹
介
が

な
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
目
録
の
原
文
は
露
文
で
著
さ
れ
て
い
る
が
、

筆
者
が
参
照
し
得
た
の
は
そ
の
中
文
訳
『
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得

隼
一
分
所
蔵
敦
煙
漢
文
写
巻
紋
録
』
上
冊
(
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
九
九
)
で
あ

る
(
四
三
五
頁
)
。

⑥
青
木
[
一
九
九
六
]
参
照
。
慧
観
の
五
時
教
判
は
伝
承
上
で
知
ら
れ
る
の
み

で
あ
り
、
実
際
に
慧
観
が
創
唱
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、
『
大
般
、
浬

繋
経
集
解
』
に
は
僧
宗
(
四
三
八
|
四
九
六
)
の
説
と
し
て
同
様
の
五
時
教
判

が
説
か
れ
る
の
で
、
慧
観
が
説
い
た
と
さ
れ
る
五
時
教
判
の
成
立
は
、
僧
宗
よ

り
時
代
が
下
が
る
こ
と
は
な
い
。
僧
宗
の
五
時
教
判
に
つ
い
て
は
菅
野
[
一
九

八
八
]
参
照
。

⑦
三
時
経
教
が
説
か
れ
る
資
料
中
、
三
時
経
教
の
三
段
分
類
を
正
当
化
す
る
教

証
と
し
て
、
出
典
を
『
十
地
経
』
と
指
定
さ
れ
た
「
摂
法
為
首
。
三
時
転
故
」

と
い
う
文
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
実
は
『
六
十
巻
華
厳
経
』
巻
第
二
十
三

「
十
地
品
」
(
大
正
九
・
五
四
五
頁
中
)
の
引
用
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住

経
』
巻
第
一
(
大
正
一

0
・
五

O
一
頁
上
)
に
も
同
一
文
章
が
見
え
る
が
、
「
十

達
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

地
品
」
は
『
十
住
経
』
を
も
と
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
『
十
地
経

論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
十
地
経
』
の
該
当
箇
所
は
「
摂
法
為
首
。
一
切
処
一
時

成
一
時
転
故
」
(
巻
第
三
・
大
正
二
六
・
一
三
八
頁
下
}
で
あ
り
、
達
法
師
が
『
十

地
経
論
』
を
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、
三
時
経
教
と
い
う
形
式
そ
れ
自
体
が
否
定

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
達
法
師
が
『
十
地
経
論
』
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
と
考
、
え
る
。

⑧
青
木
[
一
九
九
六
]
は
、
第
四
期
地
論
学
派
文
献
の
『
法
界
図
』
『
七
種
礼

法
』
と
近
似
し
た
教
義
が
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
俄
@
一
八

O
』
も
同
様
の
時

期
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
青
木
[
二

0
0
0
]
[
二
0
0
ニ
も
参
照
。

⑨
ち
な
み
に
青
木
[
一
九
九
六
]
は
、
達
法
師
の
教
判
が
『
華
厳
経
』
と
『
浬

般
市
経
』
を
除
い
て
全
て
方
便
教
と
す
る
よ
う
な
「
素
朴
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
論
学
派
成
立
以
前
の
教
判
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
同
様
の

感
想
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

⑬
「
警
知
日
出
、
先
岡
山
一
切
諸
大
山
王
。
次
照
一
切
大
山
、
次
照
金
剛
宝
山
」

(
大
正
九
・
六
一
六
頁
中
)
、
「
醤
知
日
出
時
先
照
大
山
王
又
復
次
第
照
一

切
諸
大
山
」
(
大
正
九
・
六
一
八
頁
上
)
。
な
お
、
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
第
九

に
「
又
華
厳
性
起
品
、
誓
知
日
出
前
照
高
山
」
(
大
正
三
四
・
四
三
六
頁
下
)
と

あ
り
、
同
じ
く
吉
蔵
撰
『
華
厳
遊
意
』
に
は
法
朗
の
説
と
し
て
「
言
頓
教
者
、

即
教
無
不
円
理
、
無
不
満
。
為
大
根
者
説
。
所
以
経
云
、
誓
如
日
出
、
先
照
高

山
。
故
言
頓
教
」
(
大
正
三
五
・
一
頁
中
)
と
あ
る
。
ま
た
、
智
額
(
五
三
八
|

五
九
七
)
説
濯
項
(
五
六
一

1

六
三
二
)
記
『
法
華
玄
義
』
巻
一
上
に
は
「
如

日
初
出
、
前
照
高
山
。
厚
殖
善
根
、
感
斯
頓
説
」
(
大
正
三
三
・
六
八
三
頁
中
)

と
あ
り
、
同
巻
十
上
に
は
「
寂
滅
道
場
、
始
成
正
覚
、
為
諸
菩
薩
、
純
説
大
乗
。

知
日
初
出
前
照
高
山
。
此
明
釈
迦
、
最
初
頓
説
也
」
(
大
正
三
三
・
八

O
七
頁
上
)

と
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
諦
観
(
|
九
七

O
頃
)
録
『
天
台
四
教
儀
』
に
お
い
て

「
此
経
中
云
、
警
知
日
出
、
先
照
高
山
」
(
大
正
四
六
・
七
七
四
頁
下
)
と
援
用
さ

れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
天
台
五
時
教
判
の
第
一
時
に
『
華
厳
経
』
が
置
か
れ

る
教
証
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

達
法
師
・
智
額
(
濯
項
)
・
吉
蔵
三
者
の
『
華
厳
経
』
「
宝
王
知
来
性
起
品
」
の
趣

六
五



意
の
仕
方
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
は
単
な
る
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
三
者
に
先

行
す
る
何
ら
か
の
文
献
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
感
も
あ
る
が
、
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。

⑬
た
と
え
ば
、
「
後
分
般
若
」
の
問
題
が
あ
る
。
三
種
法
輪
に
お
け
る
「
後
分
般

若
」
に
つ
い
て
は
、
菅
野
[
一
九
八
二
参
照
。

⑫
他
に
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
は
、
三
時
経
教
は
経
教
を
三
時
に
分
類
す
る
教

証
と
し
て
『
六
十
巻
華
厳
経
』
「
十
地
品
」
の
文
章
を
引
用
し
、
か
っ
、
生
・

住
・
減
の
三
相
に
三
時
経
教
の
各
法
輪
を
当
て
は
め
て
い
る
が
、
こ
の
定
義
は
三

種
教
判
に
は
な
い
。
一
二
相
と
は
普
通
、
例
え
ば
『
大
智
度
論
』
巻
第
四
十
四

「
釈
句
義
品
」
に
「
有
為
法
、
略
説
三
相
。
所
謂
生
住
滅
」
(
大
正
二
五
ニ
ニ
八
二

頁
上
)
と
あ
る
よ
う
に
、
生
・
住
・
減
の
三
有
為
相
を
一
一
=
口
う
。
資
料
に
説
か
れ
る

よ
う
に
「
此
れ
然
れ
ど
も
、
明
す
に
足
ら
ず
。
是
れ
三
時
の
教
な
り
」
と
、
一
二

時
経
教
は
「
俄
争
一
八

O
」
の
著
者
に
退
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
箇

所
で
は
、
再
度
三
時
経
教
を
評
し
て
「
初
家
、
引
十
地
、
摂
法
三
時
者
、
此
自

三
相
、
有
生
住
減
時
。
亦
非
明
三
時
経
教
也
」
(
『
敦
埠
吐
魯
番
文
献
集
成
俄

蔵
敦
燈
文
献
』
巻
第
四
・
一
九
八
頁
上
)
と
し
て
い
る
。
「
俄
φ

一
八

O
」
の
著

者
は
、
達
法
師
が
三
有
為
相
に
お
い
て
教
判
を
立
て
よ
う
と
す
る
こ
と
が
不
満

な
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
本
文
中
の
三
時
経
教
の
資
料
に
お
い
て
、
「
此
意
明

三
相
也
」
以
下
の
文
章
は
、
達
法
師
の
説
で
は
な
く
、
「
俄
φ

一
八

O
」
の
著
者

の
説
で
は
な
い
か
と
考
、
え
る
。
そ
の
他
に
は
、
三
種
教
判
が
冒
頭
に
、
「
王
の
為

に
『
華
厳
経
』
を
講
」
じ
た
際
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
。
こ
れ
は
吉
蔵
の
三
種
法
輪
が
、
主
に
『
法
華
経
』
注
釈
書
に
お
い
て

詳
説
さ
れ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
三
時
経
教
は
第
一

関
源
法
輸
の
教
証
と
し
て
も
『
六
十
巻
華
厳
経
』
を
引
用
す
る
か
ら
、
違
法
師

は
『
華
厳
経
』
を
重
視
し
た
人
物
な
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
る
こ
と
も

言
っ
て
お
き
た
い
。

⑬
原
文
に
は
ご
道
」
と
あ
る
が
、
一
乗
の
意
と
考
え
て
問
題
な
い
。
一
道
に

つ
い
て
は
、
菅
野
〔
一
九
九
二
、
及
ぴ
同
士
九
九
二
〕
(
八
八
頁
)
参
照
。

⑬
参
考
に
、
『
法
華
遊
意
』
で
は
「
乗
方
使
、
謂
三
国
三
果
、
乗
真
実
、
謂
一
因

ノ、
-'-ノ、

一
果
」
(
大
正
三
四
・
六
四
一
一
良
上
)
と
も
さ
れ
て
い
る
。

⑬
菅
野
(
一
九
八
二
は
「
大
乗
と
小
乗
と
を
対
比
す
る
視
点
と
、
一
乗
と
三

乗
と
を
対
比
す
る
規
点
は
互
い
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
一
五
回
頁
)
と
し
て
い
る
。

⑬
『
華
厳
遊
意
』
で
は
引
用
文
の
や
や
前
に
「
問
、
此
経
、
為
是
釈
逝
所
説
耶
、

為
臼
疋
舎
那
所
説
耶
。
興
皇
大
師
、
開
発
初
、
即
作
此
問
、
然
答
此
之
問
。
便
有

南
北
二
解
」
(
大
正
三
五
・
一
頁
中
)
と
あ
り
、
こ
の
興
皇
大
師
の
説
を
受
け
て
、

南
土
師
の
釈
迦
舎
那
不
異
説
へ
の
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
言
う
大
師
は
興
皇
大
師
、
つ
ま
り
法
朗
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
赤
尾
[
一
九
八
三
]
は
、
第
八
会
の
声
開
に
つ
い
て
、
賢
首
大
師
法
蔵
(
六

四一ニ
i

七
一
二
)
の
立
場
を
論
じ
て
い
る
。

⑬
建
初
法
師
に
つ
い
て
は
、
奥
野
[
一
九
九
七
]
参
照
。

⑬
ま
た
、
『
法
華
玄
論
』
巻
第
九
で
は
「
華
厳
七
処
八
会
、
初
一
会
、
可
言
初
成

道
説
之
。
七
会
六
処
、
一
五
何
亦
是
初
成
道
説
耶
。
又
第
八
会
入
法
界
品
、
在
紙

一
国
説
之
。
初
成
道
時
、
未
有
紙
一
週
、
亦
無
声
問
。
云
何
第
八
会
、
在
紙
一
沼
説
之
、

又
列
五
百
声
聞
耶
。
(
略
)
若
爾
、
宣
但
初
成
道
、
説
華
厳
耶
」
(
大
正
三
四
・
四

三
七
頁
下
i

四
一
二
八
頁
上
)
と
一
一
一
一
同
っ
て
お
り
、
や
は
り
『
華
厳
経
』
の
第
八
会

の
座
に
声
開
が
存
在
し
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

⑫
ほ
か
に
、
「
此
経
、
開
方
便
門
、
示
真
実
相
。
開
二
種
方
便
、
示
二
種
真
実
。

二
方
便
者
、
謂
乗
方
便
身
方
便
。
一
一
真
実
者
、
謂
乗
真
実
身
真
実
。
若
爾
、
前

間
三
乗
、
是
方
便
、
一
乗
是
真
実
」
(
『
法
華
玄
論
』
巻
第
二
・
大
正
三
四
・
一
一
一
七

二
頁
上
)
と
も
説
か
れ
て
い
る
。

@
四
調
柔
に
つ
い
て
は
、
菅
野
〔
一
九
八

O
〕
参
照
。
ま
た
、
末
光
〔
一
九
八

三
〕
、
伊
藤
[
一
九
八
四
〕
も
参
照
。

⑫
ま
た
、
『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
に
は
「
旧
明
、
波
若
及
諸
方
等
経
、
皆
劣
於
法

事
。
故
是
法
華
之
方
便
。
今
明
、
諸
菩
薩
等
、
於
波
若
中
、
皆
己
得
倍
。
声
開

鈍
根
、
仮
菩
薩
究
寛
之
教
、
為
得
倍
縁
由
。
故
一
五
方
便
耳
。
非
是
大
口
問
未
究
覚
、

称
為
方
便
也
」
(
大
正
三
四
・
五
五
七
頁
上
)
と
も
説
か
れ
る
。
吉
蔵
に
お
け
る

方
便
に
つ
い
て
は
末
光
[
一
九
九

O
a
]
に
詳
し
い
。



⑫
権
と
方
便
と
は
、
厳
密
に
は
吉
蔵
に
お
い
て
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
言
つ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
問
、
権
与
方
便
、
有
何
異
耶
。
答
、
通
則
無
別
、

皆
是
善
巧
之
義
也
。
別
而
為
言
之
、
方
便
則
長
、
権
義
則
短
」
(
『
浄
名
玄
論
』

巻
第
五
・
大
正
三
八
・
八
八
六
頁
下
)
、
及
び
平
井
[
一
九
七
六
]
参
照
。
し
か

し
、
本
文
で
引
用
し
た
『
法
華
遊
意
』
の
文
に
関
し
て
は
、
権
H
方
便
と
理
解

し
て
問
題
は
な
い
と
忠
わ
れ
る
。

@
浬
繋
教
を
摂
末
帰
本
法
輪
に
含
む
と
い
う
定
義
は
、
『
法
華
義
疏
』
と
『
法

華
統
略
』
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
種
法
輪
の
吉
蔵
に
お
け
る
原
初

形
態
が
見
え
る
『
法
華
玄
論
』
に
は
「
問
日
、
巳
説
即
日
疋
法
華
之
前
、
謂
般
若

等
。
当
説
即
日
疋
法
華
之
後
、
謂
浬
繋
等
。
何
因
縁
故
、
言
法
華
最
為
難
信
解
也
。

答
、
諸
大
乗
経
、
顕
道
乃
当
無
異
。
但
法
華
巳
前
、
大
小
分
流
、
法
華
己
後
、

会
三
又
寛
。
但
此
経
、
是
反
三
之
始
、
帰
一
之
初
。
故
最
為
難
解
、
称
為
第
一

也
」
(
巻
第
二
・
大
正
三
四
・
三
七
八
頁
下
)
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
『
法
華
経
』
以

後
に
説
か
れ
る
教
は
全
て
、
会
三
帰
一
の
教
で
あ
る
が
、
浬
繋
教
等
よ
り
も
法

華
教
を
難
信
解
と
す
る
の
は
、
法
華
教
が
会
三
帰
一
の
最
初
期
の
段
階
だ
か
ら

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
吉
蔵
は
『
法
華
玄
論
』
の
段
階
で
、
す
で
に
浬
繋

教
が
、
摂
末
帰
本
法
輪
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
会
三
帰
一
を
説
く
と
考
え
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

⑧
菅
野
〔
一
九
八
ニ
参
照
。

@
末
光
[
一
九
九
O
b
]
は
摂
末
帰
本
法
輪
に
お
け
る
浬
繋
教
の
役
割
に
つ
い

て
、
い
わ
ゆ
る
天
台
五
時
教
判
で
主
張
さ
れ
る
「
浬
繋
追
浪
説
」
と
酷
似
し
て

い
る
と
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
は
重
要
な
問
題
提
起
で
あ
る
(
末
光
[
一
九
八

O
]

[
一
九
八
二
]
に
も
同
様
の
指
摘
)
。
た
だ
し
、
末
光
[
一
九
九
O
b
]
が善一守フ

「
追
浪
」
と
は
、
単
に
、
法
華
教
の
後
に
浬
繋
教
が
説
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
追
浪
」
は
、
正
確
に
は
「
追
説
」
と
対
に
な
る
用
語
で
、

智
顔
説
港
項
記
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
巻
第
二
下
に
は
「
法
華
明
無
量
入
一
、

是
会
三
種
四
諦
、
帰
無
作
一
種
四
諦
也
。
浬
繋
聖
行
、
追
分
別
衆
経
。
故
具
説

四
種
四
諦
也
。
徳
王
品
、
追
浪
衆
経
。
倶
寂
四
種
四
諦
」
(
大
正
三
三
・
七

O
一

頁
下
)
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
は
生
滅
・
無
生
・
無
量
の
三
種
の
四
諦
を
会
し
て
、

違
法
師
の
三
時
経
教
と
法
朗
の
三
種
教
判
と
吉
蔵
の
三
種
法
輪

無
作
の
四
諦
に
帰
せ
し
め
た
が
、
後
に
説
か
れ
た
『
浬
繋
経
』
「
聖
行
品
」
は
再

ぴ
分
別
し
て
四
種
四
諦
を
説
き
、
同
じ
く
『
浬
繋
経
』
「
徳
王
品
」
で
再
度
、
四

種
四
諦
の
分
別
を
、
滅
ぼ
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
生
滅
・
無
生
・
無
量
・
無
作
の
四

種
四
諦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
に
説
か
れ
、
天
台
の
化

法
の
四
教
に
配
当
さ
れ
る
教
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
追
分
別
」
「
追
浪
」
と
い

う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
追
分
別
」
を
指
し
て
、
「
追
説
」
と
後
代

に
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
追
説
」
は
『
法
華
経
』
に
お
い
て
一
端
、
廃
さ
れ
た

化
法
の
四
教
を
『
浬
繋
経
』
に
再
ぴ
分
別
し
て
説
く
こ
と
を
意
味
し
、
「
追
演
」

は
、
追
説
さ
れ
た
化
法
の
四
教
の
分
別
を
再
ぴ
廃
了
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

末
光
[
一
九
九
O
b
]
で
言
う
「
追
演
」
は
、
む
し
ろ
「
指
拾
教
」
の
語
で
表

現
さ
れ
る
こ
と
に
近
い
。
「
指
拾
教
」
に
つ
い
て
は
、
妙
楽
大
師
湛
然
(
七
一
一

|
七
八
二
)
の
『
法
華
玄
義
釈
簸
』
巻
第
二
に
「
問
、
彼
経
、
自
以
醐
醍
、
警

於
浬
繋
。
今
何
得
以
誓
於
法
華
。
答
、
二
永
義
、
意
謂
二
部
同
味
。
然
浬
繋
尚

劣
。
何
者
、
法
華
開
権
、
如
己
破
大
陣
。
余
機
至
彼
、
知
残
党
不
難
。
故
以
法

華
為
大
収
、
浬
般
市
為
括
拾
」
(
大
正
三
コ
了
八
二
三
頁
下
)
と
あ
る
の
が
理
解
し

や
す
い
。
た
だ
、
湛
然
が
浬
繋
教
を
「
劣
」
と
す
る
こ
と
は
、
誤
解
を
招
く
表

現
で
あ
る
。
宝
池
房
詮
真
(
一
二
二
九
?
l
三
二
五
?
)
は
『
法
華
玄
義
私

記
』
巻
第
九
で
「
二
経
相
望
、
名
体
無
別
。
彼
明
四
教
、
故
宗
教
劣
。
若
論
用

者
、
彼
治
闇
提
、
仏
性
成
仏
。
此
治
敗
種
。
此
亦
為
勝
」
(
日
仏
全
一
二
・
三
四

九
頁
下
)
と
言
っ
て
、
『
法
華
玄
義
釈
銭
』
で
「
浬
繋
向
劣
」
と
言
う
の
は
、
用

に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
固
定
的
な
勝
劣
判
断
で
は
な
い
と
解
釈
し
て

い
る
。
讃
真
の
解
釈
の
是
非
は
措
く
が
、
関
連
し
た
問
題
と
し
て
、
近
年
で
は

菅
野
[
二

0
0
0
]
で
、
智
顔
は
『
法
華
経
』
至
上
主
義
者
と
い
う
よ
り
も
、

円
教
至
上
主
義
者
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福

島
[
一
九
八
七
]
は
「
長
い
歴
史
を
誇
る
天
台
宗
の
後
継
者
の
中
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
的
背
景
に
応
じ
て
、
智
顔
の
教
判
を
再
確
認
し
つ
つ
更
に
新
し
い

解
釈
を
付
加
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
天
台
教
学

の
発
展
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
十
分
そ
の
価
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

同
時
に
教
判
の
組
織
そ
の
も
の
が
デ
リ
ケ
ー
ト
に
変
遷
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ

六
七



と
に
な
れ
ば
、
原
初
の
形
態
や
理
念
が
次
第
に
見
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

こ
う
い
う
傾
向
は
、
主
と
し
て
天
台
教
学
の
優
越
性
を
他
宗
の
教
学
に
対
し
て

維
持
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
堪
然
に
お
い
て
す
で
に
現
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
天
台
四
教
儀
』
な
ど
に
至
っ
て
は
、
智

顕
の
教
判
に
対
す
る
基
本
的
な
理
念
も
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
え
る

ほ
ど
で
あ
る
」
(
一
二
三
i

一
二
四
頁
)
と
指
摘
す
る
。
湛
然
の
『
法
華
経
』
観

に
つ
い
て
は
、
池
田
[
一
九
七
五
]
を
参
照
。
ま
た
、
「
追
説
」
「
追
浪
」
「
指

拾
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
前
田
[
一
九
一
九
〕
参
照
。

⑫
で
は
、
吉
蔵
は
三
種
法
輪
に
お
い
て
、
な
ぜ
三
種
教
判
の
「
非
大
非
小
」
と

「
大
小
」
と
い
う
関
係
を
、
一
乗
と
二
一
乗
と
い
う
関
係
に
置
き
換
え
、
ま
た
、
第

三
摂
末
帰
本
法
輪
に
法
華
教
を
配
す
る
と
い
う
大
胆
な
展
開
を
試
み
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

⑮
奥
野
〔
一
九
九
九
〕
参
照
。

。
参
考
研
究

〈
和
文
〉

青
木
隆
三
九
九
六
]
「
敦
燈
出
土
地
論
宗
文
献
「
俄
φ
1
8
0
」
に
つ
い
て
」

(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
五
巻
第
一
口
三

青
木
隆
〔
二

0
0
0〕
「
地
論
宗
の
融
即
論
と
縁
起
説
」
(
荒
牧
典
俊
編
『
北
朝

陪
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』
法
蔵
館
)

青
木
隆
(
二

O
O
二
「
地
論
宗
」
(
大
久
保
良
峻
編
『
新
・
八
宗
綱
要
!
日
本
仏

教
諸
宗
の
歴
史
!
』
法
蔵
館
)

赤
尾
栄
慶
〔
一
九
八
一
ニ
]
「
華
厳
経
に
み
え
る
声
開
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
第
三
十
一
巻
第
二
号
)

池
田
魯
参
[
一
九
七
五
〕
「
湛
然
に
成
立
す
る
五
時
八
教
諭
」
(
『
印
度
学
仏
教
学

研
究
』
第
二
十
四
巻
第
一
号
。
関
口
農
大
編
『
天
台
教
学
の
研
究
』
大
東
出
版
社
、

一
九
八
八
に
補
訂
再
録
)

伊
藤
隆
寿
[
一
九
八
四
〕
「
吉
蔵
の
経
典
観
と
対
機
の
問
題
」
(
『
日
本
仏
教
学
会

年
報
』
第
四
十
九
日
す
)

、、，‘、、
，y
(

，ノ

奥
野
光
賢
[
一
九
九
七
〕
「
吉
蔵
教
学
と
『
華
厳
経
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
鎌
田
茂

雄
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
華
厳
学
論
集
』
大
蔵
出
版
。
奥
野
光
賢
著
吋
仏
性
思
想

の
展
開

l
士
口
蔵
を
中
心
と
し
た
『
法
華
論
』
受
容
史
i
』
第
二
篇
第
五
章
、
大
歳

出
版
、
二

O
O
二
に
補
訂
再
録
)

奥
野
光
賢
{
一
九
九
九
〕
「
吉
蔵
に
お
け
る
四
悉
檀
義
」
(
『
仏
教
学
』
第
四
十
一

号
。
前
掲
『
仏
性
思
想
の
展
開
』
第
二
篇
第
四
章
に
補
訂
再
録
)

菅
野
博
史
(
一
九
八

O
〕
「
吉
蔵
に
お
け
る
「
四
調
柔
」
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
二
十
九
巻
第
一
号
。
同
著
『
中
国
法
華
思
想
の
研
究
』
第
二
篇

第
二
章
第
三
節
、
春
秋
社
、
一
九
九
四
に
補
訂
再
録
)

菅
野
博
史
[
一
九
八
二
「
吉
蔵
の
三
種
法
輪
説
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
文
化
研
究

論
集
』
第
二
号
。
前
掲
『
中
国
法
華
思
想
の
研
究
』
第
一
一
篇
第
二
章
第
二
節
に
補

訂
再
録
)

菅
野
博
史
「
一
九
八
八
]
「
『
大
般
淫
繋
経
集
解
』
に
お
け
る
僧
宗
の
教
判
思
想
」

(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
一
号
)

菅
野
博
史
三
九
九
二
「
吉
蔵
撰
司
法
華
統
略
』
釈
序
品
の
研
究

(
2
)
i
四

処
七
会
を
中
心
と
し
て
|
」
(
前
田
専
学
博
士
還
麿
記
念
会
編
『
前
回
専
学
博
士
還

暦
記
念
論
集
〈
我
〉
の
思
想
』
春
秋
社
。
前
掲
『
中
国
法
華
思
想
の
研
究
』
第
二

篇
第
一
章
第
三
節
の
後
半
部
分
に
補
訂
再
録
)

菅
野
博
史
[
一
九
九
二
]
『
法
華
と
は
何
か

i
『
法
華
遊
意
』
を
読
む
|
』
(
春

秋
社
)

菅
野
博
史
[
二

0
0
0〕
「
智
顕
と
吉
蔵
の
法
華
経
観
の
比
較

l
智
顕
は
果
た
し

て
法
華
経
至
上
主
義
者
か
?
i
t
」
(
平
井
俊
柴
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

『
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
春
秋
社
。
菅
野
博
史
著
『
法
華
経
思
想
史
か
ら
学
ぶ

仏
教
』
第
八
輩
、
大
蔵
出
版
、
一
一

O
O一
ニ
に
補
訂
再
録
)

佐
々
木
憲
徳
〔
一
九
一

O
〕
「
興
皇
法
朗
の
教
学
所
説
を
論
ず
」
(
『
六
条
学
報
』

第
九
十
九
号
)

佐
々
木
憲
徳
{
一
九
二

O
]
「
三
論
学
派
」
(
同
著
『
上
世
支
那
仏
教
学
史
』
興

教
書
院
)

末
光
愛
正
〔
一
九
八

O
〕
「
吉
蔵
経
典
観
の
背
景
l
天
台
五
時
説
と
の
類
似
l
」



(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
九
巻
第
一
号
)

末
光
愛
正
[
一
九
八
二
]
「
吉
蔵
の
法
華
玄
論
と
天
台
の
法
華
玄
義
・
文
句

l
引

用
に
於
け
る
諸
問
題
|
」
(
『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
十
四
号
)

末
光
愛
正
[
一
九
八
三
]
「
吉
蔵
の
二
蔵
三
輪
説
」
(
『
仏
教
学
』
第
十
五
号
)

末
光
愛
正
[
一
九
九

O
a
]
「
吉
蔵
の
成
仏
不
成
仏
観
(
六
)
」
(
『
駒
沢
大
学
仏

教
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
十
八
号
)

末
光
愛
正
[
一
九
九

O
b
〕
「
天
台
五
時
教
判
と
三
論
教
学
」
(
平
井
俊
柴
監
修

『
三
論
教
学
の
研
究
』
春
秋
社
)

林
屋
友
次
郎
[
一
九
三
九
]
「
教
判
論
序
説
l
教
判
の
概
念
及
ぴ
研
究
資
料
|
」

(
『
仏
教
研
究
』
第
三
巻
第
六
号
)

平
井
俊
柴
[
一
九
七
六
]
「
二
智
の
構
造
」
(
同
著
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
|

吉
蔵
と
三
論
学
派
|
』
第
二
篇
第
四
章
第
二
節
、
春
秋
社
)

福
島
光
哉
ご
九
八
七
]
「
教
相
」
(
同
著
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
序
説
』
第
五
章
、

東
本
願
寺
出
版
部
)

前
田
慧
雲
[
一
九

O
二
]
『
三
論
玄
義
講
話
録
』
後
編
(
京
都
書
林
)

前
田
慧
雲
[
一
九
一
九
]
「
五
時
」
(
同
著
『
天
台
宗
綱
要
』
乾
、
第
一
篇
第
一

章
第
二
段
、
丙
午
出
版
社
)

前
田
慧
雲
[
一
九
三
二
「
二
蔵
三
輪
」
(
前
田
慧
雲
全
集
第
一
巻
『
三
論
宗
綱

要
』
第
二
章
第
二
節
、
春
秋
社
)

拙
稿
[
二

O
O
三
]
「
『
四
論
玄
義
』
逸
文
に
見
る
法
朗
の
教
判
に
つ
い
て
」
(
『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
一
巻
第
二
号
)

〈
中
文
〉

韓
廷
傑
[
一
九
八
七
]
「
三
論
宗
的
判
教
主
張
」
(
同
著
『
三
論
玄
義
校
釈
』
序

言
、
中
華
書
局
、
北
京
)

韓
廷
傑
[
一
九
九
七
〕
「
三
論
宗
的
判
教
主
張
」
(
同
著
『
三
論
宗
通
論
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